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震災と原発事故により福島県から茨城県に避難されている方々をサポートするためのネットワーク組織です。

編集後記　～おたより編集委員会より～

10 月 3 日に前回のおたよりの「ふうあいおたより
編集委員募集」の記事を見てご参加いただいた浪江
町の方々を中心におたよりをテーマに編集会議を開
きました。ざっくばらんにいろんな話が飛び出し福
島と茨城の出会いの場の時間にもなりました。今後
も、定期的に「ふうあい編集会議」を行って参ります。
ご興味ある方はぜひ一度ご参加いただけますことス
タッフ一同楽しみにおまちしております。 

ふうあいねっとの紹介

スタッフの紹介
ふうあいねっと事務局　天井優志 1984年南相馬市生まれ

岩手、宮城などを経て水戸市で育ちました。2010 年大学卒業後、提灯作りの仕事などを経験。震災後に現在の

NPO 職員となり、2011 年はいわき市の津波被災地区や仮設住宅で生活支援を行っていました。2012 年春から

水戸に戻り、ふうあいねっと事務局をしながら福島県内を月に 2回程行き来しています。

時間がある時には絵を描いたり、映画・音楽鑑賞を楽しんでいます。

「ふうあい編集委員　募集中 !!」

石田恵さん 石田貴博さん（浪江町・日立市）、田中貴佐代さん
(浪江町・東海村）、渡部孝昌さん（浪江町・水戸市）に吉田知津
子さん（ハンズオン埼玉）、横田能洋、原口弥生、天井優志（ふ
うあいねっと）とで会議中。

編集会議から（１０月３日）

「今回、この編集会議に参加してくださったきっかけはなんですか？」
・なにか手伝えることがあるかなと思いました。
・今つながっている方以外にも新しい出会いがあるかなと思って。
・おたより作りのこと勉強できるかなと思ってきました。

「これまでの “ふうあいおたより” へのご感想は？」
・町の広報誌に載ってない情報が良いね。
・固い情報はあんまり見ないよ。字が小さいし。
・子どもも参加できるイベントあるかなって見てましたよ。
・みんなが今、何をしてるかが分かる記事は見ちゃうよね。
・茨城県の人にもおたよりを見てもらいたいよね。

「一緒に考える必要があることってなんだろう？」
・福島にいた頃、東海村の臨界事故の時は遠いところの話だと思ってた。 
・臨界事故の時は茨城の方々はどうしてたんだろう。
・備えが必要だったよね。通帳ひとつとっても大変だった。
・茨城の人に防災のことや、避難のことを伝える必要があるよね。
・原発事故のことで茨城と福島で共感すること記事にしても良いよね。
・東海村の事故がきっかけに人生観が変わったのよ。

他の悩みも話になりました。
・地元に会社が残っている状態だし、次の仕事のことは悩んでいます。
・色々あったけれど震災太りも悩みのひとつだったな。
・みんなで体を動かすことやりましょうよ。

福島から避難して来た方、もともと茨城の方など
茨城県在住の方ならどなたでも

　ふうあいねっとは震災がきっかけとなって茨城の各地で活動し始めた人が集ってできたネットワークです。仕事、年代、性格
も実に多様な方が出入りして、情報交換をしたり、こんな人がいるよと紹介しあったりして、一緒にできる活動を考え行ってい
ます。イベント、相談会などいろいろな情報を集めて届けながら、人のつながりをつくっていければと活動しています。
　ふうあいおたよりの発行のそのひとつです。今回、福島の方が編集に加わっていただき新たな情報紙をつくることができまし
た。「こんなことがしたい」という声と、人のつながりがあれば、いろんなことができます。どんなことでも、声をうけとめたい
と思っています。おたよりの感想、こんな情報がほしいといった要望、ご質問、活動の提案など、いつでもお聞かせ下さい。
　2013年 10月現在 28団体が加盟して活動しています。

ふうあいおたよりは福島県の補助によって発行されています。

場所：毎年、11月頃から浪江町立野の田んぼに出現する白鳥の湖。
撮影者：にしはら歯科クリニックの西原一成さん
　　　　震災当初より茨城県（つくば市、北茨城市）に避難。
　　　　来年、いわき市植田にて事業再開予定しております。

※次号の表紙を飾る写真を募集中です。
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イベント行ってきました～

　2 日間に渡ったアイススケートショーには 291 名の

方が招待されました。

「抽選あたるかな」「会場内は羽織るものがあった方が良

いのかしら」とワクワクしながら参加した方々の中には

数か月ぶりに会ったという方だけではなく、なんと 20

年ぶりの再会も !!

　トップスケーターの躍動的な演技を楽しまれたようで

した。

　また、当日ふうあいねっとで記念撮影のコーナーを設

け、100 名の方々のメッセージや写真を撮らせていた

だいたものをもとに記念アルバムを作成しました。

リフレッシュキャンプ（8月 19日～21日）

アイススケートショー　（9月 21日、22日）

安藤美姫ちゃん
すっごく
綺麗だった !!

　私たちは、茨城大学学生のボランティアチーム（FnnnP 茨城 Jr.）です。今年の夏、

県西の古河市ネーブルパークで 2 泊 3 日のリフレッシュ・キャンプを行いました。

6組のご家族に参加していただきました。お化けがなかなか出てこない（？）ナイト・

ハイクやうちわづくり、キャンプファイヤー、そして暑さも吹き飛ぶほど豪華なバー

ベキューを楽しみました（協同組合ネット茨城さま、食材のご提供ありがとうござ

いました）。子どもたちは皆パワフルで、帰りのバスで爆睡していたのは子どもた

ちではなく、大学生。子供たちの元気いっぱいに遊ぶ姿から元気をもらいました。

キャンプを行うのは私たち学生にとって初めて

の経験だったので、不安もありましたが、アン

ケートに参加の皆さんが「楽しかった！」と書

いて下さっていたのは、嬉しかったです。

村長　町田 亮（茨城大学人文学部 3年）

稲敷地区で説明会をしました（10月 14日）

　11 世帯の方が参加（美浦村３世帯、稲敷市２世帯、

牛久市２世帯、阿見町１世帯、つくば市３世帯）福島県

から県庁に派遣されている早坂さんや、つくば市の並木

小学校に派遣されている星野先生がそれぞれの取り組み

を説明しました。

美浦村の村長、教育長だけではなく地域活動をされてい

る方々も参加し、茨城・福島関係なく同世代で話が盛り

上がる会となりました。

会場を盛り上げる
音楽やスケートリンク

が

間近で削っている音が
すごかったわ !!

スタッフからコメント
「同年代の方と話が盛り上がって楽しかったわ。すでに地域に馴
染んでいる話が聞かれたと部分とどこかで避難元の方とつながり
たいと思ってらっしゃっる方もいて、私もその応援ができればと
思いました。」

　
こ
れ
ま
で
の
国
や
市
町
村
と
住
民
の
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
十
分
で
は
な
く
、様
々
な
こ
と
が
対
等
に
な
っ

て
い
な
い
状
態
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
よ
う
に
福
島

県
の
外
に
出
て
し
ま
う
と
、
特
に
子
ど
も
た
ち
の
よ
う
に
転

校
に
近
い
状
況
で
は
、
学
校
の
友
人
や
両
親
に
も
な
か
な
か

話
せ
な
い
で
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
、
大
洗
〜
苫
小
牧
の
定
期
航
路
フ
ェ
リ
ー
を
利
用

し
た
「
明
日
（
あ
し
た
）
へ
つ
な
ぐ
船
」
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
お
互
い
の
「
現
状
」
や
「
未
来
」
を
語
っ
た
り
考

え
た
り
、
そ
し
て
そ
の
「
想
い
」
を
発
信
で
き
る
場
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
次
の
世
代
の
君
た
ち
が
津
波
被
害
の
あ
っ
た
大
洗
か
ら

出
港
し
、
福
島
、
宮
城
、
岩
手
の
沿
岸
部
の
こ
と
を
感
じ
、

こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
考
え
る
仲
間
を
作
り
、
明
日
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
大
人
社
会
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
さ
っ
そ
く
船
に
参
加
し
た
い
と
い
う
小
学
生
の
子
か
ら

の
参
加
申
し
込
み
と
、
富
岡
町
の
広
報
誌
や
ふ
う
あ
い
お

た
よ
り
を
見
て
お
手
伝
い
し
た
い
と
い
う
数
人
の
大
人
の

方
々
か
ら
ご
連
絡
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
た
い
で

す
ね
。
最
終
的
に
20
人
の
子
ど
も
た
ち
に
集
ま
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
お
孫
さ
ん
や
子
ど
も
た
ち
が
い
る

方
は
是
非
お
子
さ
ん
た
ち
に
聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
良
い
企
画
に
な
る
よ
う
に
現
在
、
フ
ェ
リ
ー
会
社
や
北

海
道
の
知
人
と
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
11
月
初
旬
以
降
に
は
明
日
へ
つ
な
ぐ
船
実
行
委
員

会
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様

に
も
出
航
当
日
ま
で
の
準
備
な
ど
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ご
連
絡
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

問い合わせ・連絡先
茨城NPOセンター・コモンズ　天井（あまい）まで
Tel :029-300-4321  FAX: 029-300-4320  e メール :info@npocommons.org

「明日へつなぐ船」への思い浅野さん
大熊町から水戸市に来ている浅野です。

相双地区は引き続き困難な状況にあります。

天井からコメント
「浅野さんは水戸市から福島県にも通いながら、休日は茨城県内の大熊町の「積小為大の会」の事
務局をしてらっしゃいます。お手伝いして頂ける方、伝えたいメッセージがある方、船に乗り合わ
せて子どもたちの面倒見るよ」という方、ご連絡お待ちしています。」

参加者大募集！！

「明日につなぐ船」は 12月 25日～28日に行われる企画。
定期フェリーの船内や北海道滞在を利用した研修です。

※詳細は同封のチラシをご覧ください。

ここでは紹介しきれませんでしたが他の地域でもイベントが開催されています。
「夏のイベントに参加できなくて残念だったな。」と思った方は「明日へつなぐ船」や、

次のページに載っている秋～冬のイベントを一度のぞいてみませんか？
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こどもたちの進学について

横
田 

先
生
は
、福
島
県
の
教
育
委
員
会
か
ら
の
派
遣
で
茨
城
に
来
ら

れ
た
の
で
す
よ
ね

蛭
田 

そ
う
で
す
。福
島
か
ら
茨
城
に
避
難
し
て
い
る
中
学
生
や
保
護

者
の
支
援
と
い
う
こ
と
で
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
小
学
校
は
、星
野
先
生（
前
号
の
お
た
よ
り
で
紹
介
）が
つ
く
ば
市

の
並
木
小
に
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

横
田 

蛭
田
先
生
は
、今
は
ど
ち
ら
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
か
。

蛭
田 

水
戸
市
の
千
波
中
学
校
と
水
戸
市
総
合
教
育
研
究
所
に
勤
務

し
な
が
ら
、県
内
の
学
校
な
ど
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

横
田 

保
護
者
な
ど
か
ら
の
希
望
が
あ
れ
ば
、水
戸
市
以
外
で
も
訪
問

さ
れ
る
の
で
す
か
。

蛭
田 

生
徒
本
人
や
保
護
者
は
も
ち
ろ
ん
、学
校
か
ら
依
頼
が
あ
り
、

慣
れ
な
い
土
地
で
困
っ
て
い
る
小
中
学
生
が
い
れ
ば
、で
き
る
だ
け

力
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
高
校
の
学
区
制
の
違
い

横
田 

今
回
は
、高
校
入
試
の
こ
と
で
伺
い
た
い
の
で
す
が
、茨
城
県
と

福
島
県
で
は
何
か
違
い
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

蛭
田 

ま
ず
普
通
科
に
は
通
学
区
域
が
き
ま
っ
て
い
て
、県
北
、会
津
、

相
馬
な
ど
８
つ
の
学
区
に
わ
か
れ
て
い
ま
す
。

横
田 

学
区
が
違
う
と
受
検
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か

蛭
田 

通
学
区
域
に
も
、固
定
区
、共
通
区
が
あ
り
、さ
ら
に
隣
接
学

区
も
受
け
ら
れ
た
り
す
る
な
ど
、居
住
し
て
い
る
場
所
に
よ
っ
て
違

　
　
い
ま
す
の
で
、か
な
り
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、福
島
県

の
高
校
教
育
課
に
問
い
合
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。学
区
制
に
つ
い
て
は
、今
後
変
わ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

横
田　
茨
城
県
も
か
つ
て
は
５
つ
の
学
区
に
わ
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、7

年
前
か
ら
廃
止
さ
れ
、ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
受
験
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
が
ま
ず
違
い
ま
す
ね
。推
薦
の
仕
組
み
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

○
推
薦
入
試
の
違
い

蛭
田　
福
島
は
Ⅰ
期
、Ⅱ
期
、Ⅲ
期
と
選
抜
が
あ
り
、Ⅰ
期
は
、調
査
書
や

面
接
、小
論
文
な
ど
で
選
抜
さ
れ
、Ⅱ
期
は
、5
教
科
の
試
験
が
あ

り
ま
す
。Ⅲ
期
は
定
員
を
下
回
っ
た
学
校
が
行
う
も
の
で
茨
城
で
い

う
２
次
募
集
で
す
ね
。

横
田　
な
る
ほ
ど
、だ
い
ぶ
仕
組
み
が
違
い
ま
す
ね
。公
立
高
校
は
希
望
す

れ
ば
２
回
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
の
で
す
ね
。茨
城
で
は
、今
年
の
春
の（
平

成
2
5
年
度
）か
ら
入
試
制
度
が
か
わ
り
推
薦
入
試
が
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
で
優
れ
た
実
績
が
あ
る
生
徒
が
対
象
に
な
る

特
色
選
抜
が
、以
前
の
推
薦
に
近
い
も
の
で
す
が
、試
験
は
一
般
入
試

と
同
じ
日
で
、5
教
科
の
学
力
検
査
も
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
受
検
に
向
け
て

蛭
田　
福
島
の
場
合
は
、近
く
の
高
校
へ
進
学
す
る
の
が
一
般
的
で
し
た

の
で
、茨
城
の
高
校
を
受
検
す
る
場
合
は
、プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ

　
　
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。情
報
収
集
や
学
校
と
の
相
談
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

横
田　
　
住
民
票
を
茨
城
県
内
に
移
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、在
籍
中
学

校
の
校
長
先
生
か
ら
在
学
し
て
い
る
状
況
説
明
書
を
出
し
て
も
ら

え
れ
ば
茨
城
県
の
高
校
は
受
検
で
き
る
よ
う
で
す
ね
。茨
城
に
住
ん

で
い
て
福
島
の
公
立
高
校
を
受
検
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

蛭
田　
高
校
に
通
い
始
め
る
ま
で
に
は
、基
本
的
に
保
護
者
と
と
も
に
福

島
県
に
居
住
し
て
通
学
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
そ
う
で
す
。し
か

し
個
別
に
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、こ
ち
ら
も

高
校
教
育
課
に
問
い
合
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

横
田　
そ
の
場
合
、普
通
科
の
学
区
制
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

蛭
田　
避
難
前
ま
た
は
居
住
予
定
の
通
学
区
域
の
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で

受
検
で
き
ま
す
。

横
田　
例
え
ば
、親
の
仕
事
の
関
係
で
、家
族
全
員
が
福
島
に
帰
る
の
が

来
年
夏
に
な
る
予
定
で
、子
ど
も
が
先
に
福
島
の
親
戚
の
と
こ
ろ
へ

移
っ
て
来
春
、福
島
の
高
校
に
入
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

蛭
田　
ま
ず
、今
現
在
居
住
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
高
校
に
通
い
、保
護
者

の
転
居
に
合
わ
せ
て
、転
学
す
る
の
が
基
本
の
よ
う
で
す
。し
か
し
、

こ
ち
ら
も
福
島
県
の
高
校
教
育
課
に
ご
相
談
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

横
田　
高
校
の
選
択
は
、こ
ど
も
に
と
っ
て
も
家
族
に
と
っ
て
も
将
来
に

関
わ
る
大
事
な
こ
と
で
す
よ
ね
。

蛭
田　
そ
う
で
す
ね
。私
も
、福
島
県
の
高
校
の
こ
と
、受
検
の
状
況
な
ど

を
茨
城
に
い
る
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。木

曜
日
に
は
、水
戸
市
総
合
教
育
研
究
所
で
、福
島
か
ら
こ
ら
れ
た
保

護
者
向
け
の
サ
ロ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
し
、ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、

　
　
県
内
各
地
に
出
向
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

横
田　
先
生
、今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ふ
う
あ
い
ね
っ
と
で

も
、今
後
、高
校
進
学
や
学
費
な
ど
教
育
に
関
す
る
情
報
提
供
に
力

を
入
れ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

受検生のご家族は必見

福島県から避難している中学生と保護者向けの高校進学に関する相談会
日　時 平成 25年 11月 17日（日）13：00～ 15：30
会　場 水戸生涯学習センター (茨城県三の丸庁舎 3F中講座室　茨城県水戸市三の丸 1-5-38)
対　象 茨城に避難している福島の中学生保護者（小学生の保護者も可）
内　容 茨城県と福島県の公立高校受検の違い、高校受検の手続き、高校受検の経験談
参加費 無料
主　催 ふうあいねっと
申し込み 下記まで、参加者名と連絡先、質問事項をお知らせください。
 TEL：029-353-8560　　FAX　029-353-8561　MAILL　fuai.sta@gmail.com

蛭田智之先生（福島県教育委員会より茨城県教育委員会に派遣中）
今年度、福島県の古殿中学校より派遣されています。茨城県水戸市の出身ですが、現在、福
島県の教員として働いています。単身赴任でこちらにきており、家族は浅川町に住んでおり
ます。福島県では郡山市、南会津郡、岩瀬郡、石川郡などの学校に勤務してきましたので、
福島のことについても、だいぶ詳しくなりました。薄皮まんじゅう、ままどおる、ゆべしな
ど福島銘菓が大好きです。進路指導等、何か皆さんのお役に立てることがあればと思います
ので、今後ともよろしくお願いします。

横田能洋（ふうあいねっと代表・茨城NPOセンター・コモンズに勤務）
千葉県から、大学進学で茨城へきて 27 年。ボランティアで知り合った妻は教師生活二十数年。
自分は、15 年前に脱サラして、市民活動や就労を支援する仕事をしてきました。今、茨城在
住の外国籍生徒の高校進学率向上も活動テーマのひとつです。いつ帰国するか先が見えず慣れ
ない土地で暮らしている状況が福島の方と重なってみえます。長男が今春、高校受検にチャレ
ンジして少し成長しました。子どもたちが夢をもち、チャレンジできるように、進路に関する
情報提供や見学や体験の機会を増やそうと活動しています。

原則として県内に保護者と居住、または入学時までに居住見込みであること

福島県 茨城県

普通科の学区割り 8学区 全県（学区なし）

選抜方式

Ⅰ期　全校で実施、教科試験なし 推薦入試がなく、特色選抜でも 5教
科の試験を共通選抜と同時期に受検。

Ⅱ期　学力検査

Ⅲ期　定員割れの学校で実施 2次募集　定員割れの学校で実施

受検条件

福島と茨城で異なる高校受検事情
住
む
場
所
を
選
ぶ
際
、
子
ど
も
の
進
学
先
を
ど
う
す
る
か
も
考
え
ま
す
よ
ね
。
子
ど
も
に
と
っ
て
も
学
生
時
代
を
ど
こ
で
過
ご
す
か
は
大
き
な
選
択
で
す
。

今
回
は
、
福
島
と
茨
城
の
高
校
受
検
（
公
立
高
の
場
合
は
受
験
で
は
な
く
受
検
だ
そ
う
で
す
）
に
つ
い
て
次
の
二
人
が
対
談
し
ま
す
。



東京電力に対する賠償問題を解決するために支援をしている弁護士にお話を聞く、連載シリーズ「んだったのか！」。
第２回は、「消滅時効」について聞いてみました。
弁護士：飯田健太郎さん「ふうあいねっとの交流会にもよく参加してくださっている誠実でさわやかな弁護士さんです。

弁護士さんに聞く
～第２回　消滅時効で権利が消滅するって？～

消滅時効ってそもそも何ですか？

事故発生時から３年が経過すると賠償請求ができなくなるの？

消滅時効を撤廃する法律ができたって本当？

さらなる立法の動きはありますか？

　しかし、原発ＡＤＲを利用している方は限られているうえ、１か月以内に裁判所に訴えることは相当にハードルが高く、
この法律は抜本的な解決にはなっていません。

　消滅時効とは、一定の時間が経過すると権利が消滅する制度のことを言います。東京電力に対して賠償を求め
る権利は、最短で、事故発生時から３年が経過する来年の３月１１日には消滅してしまうおそれがあります。

　必ずしもそうとは言えません。東京電力は、３年の期間を数え始める時期について、賠償請求の受付を開始し
た時にするという見解を公表しています。この見解からすれば、例えば、今年の３月以降に受付が開始された宅地・建物の
賠償を求める権利が消滅するのは、平成 28 年３月以降ということになります。また、東京電力からのダイレクトメール等
が送付された時点から、再び３年の期間を数え始めるという見解も公表されています。
　しかし、東京電力の見解のみでは、消滅時効の不安を完全に払拭することはできません。そこで、これまでも各方面から、
東京電力に対する賠償請求については、消滅時効の制度を適用させない法律を定めるべきだという意見が出されていました。

　消滅時効が撤廃されたわけではありませんが、今年の６月に、一定の解決が図られた法律が公布・施行されま
した。原賠ＡＤＲ時効中断特例法（正式名称は「東日本大震災に係る原子力損害賠償紛争についての原子力損害賠償紛争審
査会による和解仲介手続の利用に係る時効の中断の特例に関する法律」）と言う法律で、原発ＡＤＲを利用していれば、和
解が成立しないまま時効期間が経過してしまっても、和解打り切り通知から１か月以内に裁判所に訴えることで、権利が時
効にかからないようにするものです【図参照】。

　現在、東京電力に対する賠償請求に関して、３年という消滅時効の期間を１０年に延長するという内容の議員
立法の動きが見られています。
　東京電力が把握していない避難者の方も多くおられます。１日も早く、消滅時効の不安を解消するためにも、迅速で、かつ、
分かりやすい立法の措置が求められます。

お問い合わせ・連絡先　　原発被害者救済茨城県弁護士団（つくばね法律事務所内）　　平日　9時～ 18時　　TEL　0296-30̶5600

( 題字　石田恵） 人から人へ人から人へ

新しくスタートされる方を応援いたします！！
取材を希望される方、紹介したい方がいる場合、ふうあいねっとまでご連絡ください

　
浪
江
町
に
い
た
頃
は
双
葉
町
で
パ
ソ
コ
ン
関
係
と
人
材
派
遣
の
会
社
を
や
っ
て
い

ま
し
た
。

　
震
災
後
は
県
内
外
に
10
回
あ
ま
り
避
難
し
ま
し
た
。
そ
の
最
中
に
次
男
も
誕
生
。

妻
は
大
変
な
中
、
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
会
津
に
も
行
き
ま
し
た
が
寒
さ
や
雪
が

慣
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
水
戸
に
住
ん
で
い
た
兄
を
頼
っ
て
長
男
の
小
学
校
の
入
学

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
水
戸
に
住
む
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
入
学
手
続
き
の
時
に
は
兄
に

は
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
初
は
ア
パ
ー
ト
に
住
み
ま
し
た
が
、
子
ど
も
が
元
気
な
こ
と
も
あ
っ
て
一
軒
家

の
賃
貸
へ
引
っ
越
し
ま
し
た
。
行
っ
た
先
々
で
子
ど
も
た
ち
は
馴
染
ん
で
す
く
す
く

元
気
に
育
っ
て
い
ま
す
。

　
今
は
先
が
見
え
ず
決
め
ら
れ
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
い
ま
す
が
、
子
ど
も
の
こ
と

を
考
え
な
が
ら
今
後
の
こ
と
を
決
め
て
い
き
た
い
で
す
し
、
い
ず
れ
は
子
ど
も
た
ち

が
の
び
の
び
過
ご
せ
る
よ
う
な
子
ど
も
部
屋
の
あ
る
家
が
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
避
難
し
て
い
る
方
々
で
お
互
い
に
今
の
状
況
や
今
後
の
こ
と
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
話
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
元
の
話
も
し
た
い
で
す
ね
。

　
南
相
馬
市
小
高
区
で
院
を
さ
れ
て
い
た
時
は
院
長
の
天
野
貴
博
さ
ん
の
腕
を
聞
き

つ
け
、
地
元
の
方
だ
け
で
は
な
く
、
大
熊
町
や
福
島
市
か
ら
も
訪
ね
て
く
る
方
が
い

ま
し
た
。
震
災
後
は
山
形
県
に
避
難
後
、
水
戸
に
て
再
開
。　
茨
城
で
出
会
っ
た
方
々

や
ご
友
人
の
縁
も
あ
っ
て
徐
々
に
お
客
さ
ん
も
増
え
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
患
者
さ
ん
の
背
骨
の
過
去
・
現
在
・
未
来
を
診
な
が
ら
、
怖
く
な
い
・
痛
く
な
い
・

安
全
な
施
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
症
状
を
軽
く
し
て
、
健
康
に
な
る
説
明
を
加
え
、

患
者
さ
ん
と
と
も
に
健
康
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
て
、

い
ろ
ん
な
楽
し
い
お
話
を
し
て
、笑
顔
に
な
っ
て
帰
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。」と
。
ま
た
、

今
後
の
生
活
に
つ
い
て
は
「
あ
り
が
た
い
こ
と
に
僕
は
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
茨
城
で
新
た
に
出
会
っ
た
患
者
さ
ん
を
診
な
が
ら
、
地
域
の

健
康
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」
と
お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
優

し
い
人
柄
が
滲
み
出
る
よ
う
な
笑
顔
で
出
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
体
の
調
子
を
整
え
つ

つ
、
穏
や
か
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
院
で
す
。

今回取材させていただいた方からリレー方式で
様々な方につながっていくコーナーです。

渡部孝昌さん　(水戸市 浪江町新町 )　おたより編集委員

天野貴博さん (水戸市　南相馬市小高区）

釣りが好きで、たきもと釣り具店に行って、請戸でよく釣り
をしていました。今は時々大洗、日立の久慈からの船を出し
て大物狙いで釣りをしています。最近ではアカムツを狙って
いますが、なかなか釣れません (笑 )

仕事で疲れがたまったり、肩こりをすることが多いのですが、仕事で疲れがたまったり、肩こりをすることが多いのですが、
月に 1 回程、体の調子を整えていただいてなんとか過ごして月に 1 回程、体の調子を整えていただいてなんとか過ごして
います。その前後に健康のことや話題のニュースをお話をしいます。その前後に健康のことや話題のニュースをお話をし
てゆったりと過ごします。自分の家のように落ち着いてしまてゆったりと過ごします。自分の家のように落ち着いてしま
う場所です。(天井 )う場所です。(天井 )

仕事で疲れがたまったり、肩こりをすることが多いのですが、
月に 1 回程、体の調子を整えていただいてなんとか過ごして
います。その前後に健康のことや話題のニュースをお話をし
てゆったりと過ごします。自分の家のように落ち着いてしま
う場所です。(天井 )
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